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属性情報の照査のためのIDSについて
設計成果物等を納品する前に行う属性情報の照査の合理化



BIM/CIMの理想の姿

情報連携により、作業効率の向上、ミスの防止などを図る。
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必要な情報

作成した情報

情報を
作成する人

情報を
利用する人

積算するからコ
ンクリートの体
積が欲しい

積算に使うコン
クリートの体積
を算定できるモ
デルを作ろう

情報がすぐ使える
から仕事が捗る！

欲しいといっ
ていたコンク
リートの体積
を算定した！



現在の姿

必要な情報がない、作成した情報が使えないなどで、情報連携が機能しない。
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作成した情報

情報を
作成する人

情報を
利用する人

モデルをどう使うか
わからないけど、コ
ンクリートの材料強
度を設定しておこう

積算するのにコンク
リートの体積が必要
だったんだけど…



解決の道筋

積算、施工計画、維持管理などのユースケースに応じて必要な情報を定義する。
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必要な情報

作成した情報

情報を
作成する人

情報を
利用する人

情報を利用す
る目的に合う
必要な情報を
まとめた

必要な情報はわか
るけど、指示の仕
方がばらばら

必要な情報が多
いと作るのも検
証するのも大変



本小委員会の提案

作成した情報と必要な情報が合致しているかソフトウェアで自動的に検証。
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必要な情報

作成した情報

情報を
作成する人

情報を
利用する人

必要な情報を作る
大変さは同じだけ
ど、いつでも検証
できるから間違い

が減る

必要な情報の
指示が統一さ
れていて分か
りやすい

ソフト
ウェア

情報を利用す
る目的に合う
必要な情報を
まとめた指示に従って、

処理します



• 2021年からbuildingSMARTで検討している新たな規格。
• 事前に定めた属性情報の要件を、XML形式で表すことで、
ソフトウェアが読み込むことができるようにするもの。

• IFC形式の3次元モデルのデータが、事前に定めた属性情
報の要件を満たしているか、ソフトウェアで自動的に検
証することが前提。

• 属性情報を定めるのではなく、属性情報の『要件を記述
する方法』を定めることで、国による要件の違いや事業
毎の要件の違いに対応できるようにしている。

IDS：Information Delivery Specifications(1)

情報の作成および配信に関する仕様
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IDS：Information Delivery Specifications(2)

IDSを実装したソフトウェアは、イタリアのACCA社等が展開している。
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IDS作成ツール IDS検証ツール



IDSを適用した検証フロー（案）

IFCを使って属性情報を検証する。
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必要な情報

作成した情報

IDS作成
ツール

3次元CAD IDS検証
ツール

必要な情報

情報を
作成する人

情報を
利用する人

作成した情報

IDSファイル
を作成

IFCファイル
を作成

オリジナルファイ
ルと検証したIFC
ファイルを共有

OK

NG
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